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この夏、関西電力管内では、府県民や事業者の皆様の節電を見込んだ上で、電力不足に

はならない見通しです。皆様には、日頃から無理なく節電に取組んでいただきますよう、

ご協力をよろしくお願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えばオフィスでは、空調、照明、OA 機器における節電対策など、昨夏に取り組んで

いただいた普段の節電行動を、引き続き着実に実施してください。 
 

節電行動の例 節電効果 

執務室の冷房の設定を26℃から28℃にする。 4% 

使用していないエリアの冷房を停止する。 2% 

執務エリアの照明を間引きする。 
1割につき

2～３% 

使用していないエリア（会議室、廊下等）の消灯

を徹底する。 
3% 

長時間席を離れるときは、ＯＡ機器の電源を切る

か、スタンバイモードにする。 
3％ 

 

次のようなことに取り組まれると、将来にわたって節電や省エネが継続されます。 

○ 省エネ性能の高い機器への買い替え・リース替え 

○ 自然光の取り入れ、照明のＬＥＤ化 

○ 太陽光発電やコージェネレーションシステムの導入 

○ ＢＥＭＳによる見える化・エネルギー管理 
 

「関西夏のエコスタイル」の軽装勤務にも、

ご協力よろしくお願いします。 
 

省エネ型ビジネススタイルへの転換に向けて、 

今夏の節電のお願い 

○内容：昨年並の節電の着実な実施（平成２２年夏と比べて９％削減を目安） 

※ 目安の数値は、国の電力需給見通しにおいて見込んでいる関西電力管内の定着節電量である

平成２２年夏比▲８．７％を考慮して設定 

○期間：平成２５年７月１日（月）～平成２５年９月３０日（月）の平日 9時から20時まで 

（８月１３日（火）～１５日（木）を除く） 

○留意事項 

・産業活動や病院、鉄道などのライフライン

機能、都市機能等の維持に支障を生じない範

囲でのご協力をお願いします。 

出典：資源エネルギー庁推計 

一般的なオフィスビルにおける 

用途別電力消費比率 


